
主催：
東京大学大学院博士課程教育リーディングプログラム
多文化共生・統合人間学プログラム（IHS）
教育プロジェクト３「科学技術と共生社会」

■第１部 講演会 １３：００～１４：３０
１．柚木治 （株式会社ジーユー（ＧＵ）社長）

「キャリアを切り拓く」
・最近の新入社員の特徴、文理出身の違い
・理系学生に身に付けてほしい能力
・企業として理系学生をとるメリット
・外国人とのコミュニケーションはどれほど必要か

２．鈴江奈々 （日本テレビアナウンサー）
「伝わる“話し方”（仮）」
・理系学生の弱いところ
・子供でも分かる話し方のコツ
・科学技術報道に必要なテクニックと問題

３．長谷川聖治 （読売新聞編集局局次長）
「理系学生の社会力---メディアの視点」
・科学報道－－新聞によって偏りがあるか
・理系学生のキャリアパスとしてのマスコミの可能性

■第２部 パネルディスカッション １４：４０～１６：００
「理系に必要なコミュニケーション能力はあるか」

※注意
IHSプログラム生には、参加後に報告書を提出していただきます。また、写真・音声等

を記録すること、および記録されたデータをプログラム活動で使用する可能性があるこ
とをご了承いただいた上でご参加ください。

登録申込み・問合せ先：IHSプロジェクト３
project3@ihs.c.u-tokyo.ac.jp

２０１５年１２月５日（土） １３：００～１６：００
会場：駒場Ⅰキャンパス１８号館１階 メディアラボ２

※事前要登録（１１月３０日〆切） ※文理問わず歓迎いたします

講演会

理系キャリアパスに必要なコミュニケーション能力

世話人 石浦章一


